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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
元
気
に
新
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。今

年
は
日
本
の
将
来
に
と
っ

て
、
大
き
な
節
目
の
年
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

安
倍
首
相
は
、
2
0
2
0
年
に
は

「
改
正
」
憲
法
の
施
行
を
め
ざ

し
、
九
条
改
正
を
具
体
的
に
国
会

で
発
議
し
国
民
投
票
に
か
け
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
年

に
さ
せ
な
い
た
め
に
、
九
条
改
正

を
阻
止
し
、
平
和
主
義
・
主
権
在

民
・
基
本
的
人
権
と
い
う
憲
法
の

理
念
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
取

り
組
み
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日

本
を
参
加
さ
せ
る
取
り
組
み
、
安

保
法
制
や
共
謀
罪
の
廃
止
の
取
り

組
み
、「
安
倍
九
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
!

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
」

の
取
り
組
み
な
ど
平
和
を
守
る
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

自
治
労
は
、
第
90
回
新
潟
大
会

で
2
0
1
9
年
夏
の
第
25
回
参
議

院
議
員
選
挙
で
は
、
相
原
久
美
子

参
議
院
議
員
の
後
継
者
と
し
て

「
岸
ま
き
こ
」
氏
を
自
治
労
組
織

内
候
補
と
し
て
擁
立
す
る
こ
と
を

決
定
し
ま
し
た
。
自
治
退
も
11
月

10
日
に
開
催
し
た
、
第
1
回
中
間

年
県
本
部
代
表
者
会
議
で
必
勝
を

期
し
て
闘
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
憲
法
改
正
を
阻
止
、
社
会
保

障
の
切
り
下
げ
に
反
対
し
、
自
治

退
の
政
策
課
題
を
実
現
す
る
た
め

に
現
退
一
致
で
必
勝
を
め
ざ
し
ま

す
。さ

て
、
安
倍
内
閣
の
も
と
、
社

会
保
障
制
度
は
危
機
に
瀕
し
て
い

ま
す
。
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制

度
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
骨
太
方
針
2
0
1
5
で
は
社

会
保
障
費
の
自
然
増
を
3
年
間
に

渡
っ
て
、
年
5
0
0
0
億
円
を
上

限
と
し
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
度

は
1
5
0
0
億
円
削
減
さ
れ
た
た

め
給
付
の
抑
制
と
自
己
負
担
増
加

が
強
行
さ
れ
ま
し
た
。
年
金
、
医

療
、
介
護
の
充
実
は
自
治
退
に
と

っ
て
最
重
要
課
題
で
す
。「
保
険

あ
っ
て
給
付
な
し
」、「
保
険
あ
っ

て
サ
ー
ビ
ス
な
し
」
と
い
う
状
況

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
保
障
制
度

の
確
立
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

現
在
、
自
治
退
の
組
織
は
5
2

1
単
会
、
2
5
4
、5
2
6
人
の

会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

治
退
の
要
求
実
現
の
た
め
に
は
、

組
織
の
強
化
、
拡
大
は
不
可
欠
で

す
。
現
在
、
地
連
代
表
者
を
中
心

に
組
織
財
政
委
員
会
を
設
置
し
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。
組
織
の
強

化
、
拡
大
は
各
単
会
、
県
本
部
の

現
退
一
致
の
協
力
と
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

自
治
退
は
会
員
の
福
利
厚
生
を

図
る
た
め
、
全
労
済
自
治
労
共
済

の
マ
イ
カ
ー
共
済
や
自
治
退
独
自

の
安
心
総
合
共
済
の
加
入
促
進
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
の
生
活
の
安
心
、
安
全
に
寄
与

し
、
助
け
合
い
、
支
え
あ
い
の
保

険
で
す
の
で
一
人
で
も
多
く
の
方

に
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
こ
の
一
年
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

10
月
22
日
に
投
開
票
さ
れ
た
衆

議
院
選
挙
は
、
ま
さ
に
、
安
倍
政

権
に
よ
る
「
疑
惑
隠
し
」
の
「
自

己
保
身
解
散
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

も
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
、「
安

倍
一
強
政
治
を
終
わ
ら
せ
る
」
こ

と
を
最
大
の
目
標
と
し
た
も
の

の
、
自
民
・
公
明
に
過
半
数
を
大

き
く
超
え
る
3
1
3
議
席
を
許
す

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
保
法
制

・
共
謀
罪
に
象
徴
さ
れ
る
安
倍
政

権
の
強
引
・
傲
慢
な
政
治
手
法
に

疑
問
を
持
ち
、
危
機
感
を
募
ら
せ

て
い
る
国
民
は
少
な
か
ら
ず
存
在

す
る
も
の
の
、
慌
た
だ
し
く
政
治

情
勢
が
流
動
化
す
る
中
で
、
国
民

の
思
い
を
受
け
止
め
き
れ
る
理
念

を
持
っ
た
政
党
が
見
出
し
に
く
か

っ
た
こ
と
が
理
由
の
ひ
と
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
状
況
下
に

お
い
て
も
、
立
憲
民
主
党
が
野
党

第
一
党
と
な
っ
た
こ
と
は
、
市
民

の
共
闘
を
基
礎
と
し
た
民
主
主
義

の
再
構
築
に
向
け
た
萌
芽
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
同
時
に
、

現
在
の
政
治
情
勢
に
は
、
右
傾
化

・
専
制
化
の
危
険
性
と
民
主
主
義

再
生
の
可
能
性
と
が
交
錯
し
て
お

り
、
今
後
の
展
開
に
よ
っ
て
、
改

憲
に
も
立
憲
主
義
の
回
復
に
も
向

か
い
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。
民
進
党
・
社
民
党
・
立
憲
民

主
党
・
希
望
の
党
な
ど
の
野
党
が

連
携
し
な
け
れ
ば
、
安
倍
政
権
へ

の
対
抗
軸
と
な
る
こ
と
は
不
可
能

で
す
。
私
た
ち
に
は
、
市
民
・
野

党
共
闘
の
萌
芽
を
大
事
に
守
り
育

て
な
が
ら
、
憲
法
理
念
の
普
遍

化
、
脱
原
発
、
分
権
・
自
治
の
政

治
へ
の
転
換
の
た
め
の
奮
起
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
自
民
党
は
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
5
年
間
の
実
績
」
と
し
て
経

済
回
復
を
喧
伝
し
続
け
て
い
ま
す

が
、
実
感
な
き
景
気
回
復
の
も
と

で
、
雇
用
・
労
働
の
劣
化
や
貧
困

・
格
差
の
拡
大
が
顕
在
化
す
る
結

果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
自
民
党
は
、
国
際
公
約
で
も

あ
る
2
0
2
0
年
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
方
針
を
先
送
り

し
な
が
ら
、
消
費
増
税
の
使
途
を

全
世
代
型
の
社
会
保
障
拡
充
に
活

用
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
経
済
財
政
運
営
の

行
き
詰
ま
り
を
認
め
る
も
の
で
あ

る
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

サ
ー
ビ
ス
の
負
担
を
地
方
と
国
民

に
押
し
付
け
る
こ
と
を
危
惧
す
る

も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
安
倍
政
権
に
お
け

る
、
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設

を
め
ぐ
る
地
方
自
治
へ
の
強
権
的

介
入
、「
脱
原
発
」
へ
の
逆
行
、

日
本
が
大
切
に
守
り
続
け
て
き
た

平
和
を
脅
か
す
憲
法
9
条
改
正
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
も
強
引
に

競
争
・
自
己
責
任
と
国
の
施
策
へ

の
服
従
を
求
め
る
中
央
集
権
的
体

質
に
、
強
く
反
対
し
ま
す
。
私
た

ち
が
め
ざ
す
の
は
、
社
会
的
公
正

を
重
視
し
、
格
差
を
縮
小
さ
せ
、

「
共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
持
続
可

能
な
社
会
」
で
す
。

諸
先
輩
方
が
積
み
重
ね
て
き
た

「
平
和
」「
民
主
主
義
」と
い
う
財
産

を
守
り
、
育
て
て
い
く
こ
と
を
使

命
の
ひ
と
つ
と
し
て
、運
動
を
進
め

て
い
く
所
存
で
す
。
退
職
者
会
の

皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
確
立
し
憲
法
改
悪
を
阻
止
し
よ
う

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
会
長

人
見

一
夫

社
会
的
公
正
、共
生
と
連
帯
に
基
づ
く
社
会
を
め
ざ
し
て

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
長

川
本

淳

ひと み かず お

人見一夫 自治退
会 長

か わ も と あつし
自治労
委員長川本 淳

平和と民主主義 社会保障の充実のために

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

人
見

一
夫
（
東

京

都

福
祉
保
健
局

退
職
者
会
）

副
会
長

藤
田

生
兵
（
自
治
労
新
潟
県

本
部
自
治
体

退
職
者
会
）

副
会
長

水
上

義
博
（
大
阪
市
職
員

退
職
者
会
）

事
務
局
長

川
端

邦
彦
（
東
京
都
福
祉
保

健
局
退
職
者
会
）

会

計

黒
崎

和
夫
（
東
京
自
治
体

合
同
退
職
者
会
）

事
務
局

次

長

渋
田

憲
二
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

理

事

斉
藤

譲
（
札
幌
市
役
所
職

員
組
合
連
合
会

退
職
者
協
議
会
）

理

事

荒
木

香
（
福
島
市
役
所

職
員
退
職
者
会
）

理

事

山
内

武
雄
（
自
治
労
新
潟
県

本
部
自
治
体

退
職
者
会
）

理

事

山
田

博
由
（
栃
木
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

中
田

英
雄
（
さ
い
た
ま
市

退
職
者
会
）

理

事

中
村

均
（
富
山
市
職
員

退
職
者
会
）

理

事

平
松

一
美
（（
一
財
）三
重
県

友

の

会
）

理

事

福
本

俊
次
（（
一
社
）和
歌
山

県

職

員

退
職
者
会
）

理

事

小
塩

新
一
（
大
阪
市
交
通
局

退
職
者
会
）

理

事

小
島

修
二
（
兵
庫
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

越
智

茂
雄
（
広
島
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

篠
原

正
憲
（
香
川
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

定
宗

義
孝
（
直
方
市
職
員

退
職
者
の
会
）

理

事

池
田

篤
（（
一
社
）長
崎
県

友

会
）

理

事

二
牟
礼
正
博
（
鹿
児
島
県
職
員

退
職
者
会
）

理

事

野
田
那
智
子
（
自
治
労
六
番
町

退
職
者
会
）

会
計
監
査

鈴
木

政
雄
（
自

治

労

横
須
賀
市
職
労

退
職
者
会
）

会
計
監
査

比
嘉

有
仁
（
沖
縄
県
職
員

退
職
者
会
）

自治労中央機関紙
発 行 所

全日本自治団体労働組合
東京都千代田区六番町1
TEL 03－3263－0273
FAX 03－5210－7422
定価一部30円1年間900円

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（ひとみ かずお）1946年生ま
れ。1969年東京都庁入職。1992
年民生局支部長。2001年自治労
都本部委員長。2003年自治労委
員長。2005年自治労共済理事
長。2008年公益財団法人日中技
能者交流センター理事長。2016
年自治退会長。2017年日本退職
者連合会長。連合・自治労顧問。

（かわもと あつし）1962年9
月15日生まれ。1981年4月北海
道中川町役場入職。中川町職労
書記長、自治労北海道本部書記
長を歴任。2011年自治労書記次
長、2013年自治労書記長を経て
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行就任。
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自
治
体
退
職
者
会
第
1
回
中
間
年
県
本
部
代
表
者
会
議
開
催

平
和
・
人
権
尊
重
・
健
全
な
国
民
経
済
で

社
会
保
障
の
充
実
を
め
ざ
す
方
針
を
確
認

﹇
当
面
の
活
動
方
針

（
2
0
1
8
）﹈

【
主
要
項
目
】

（
1
）
社
会
保
障
の
充
実
・
公
正

な
税
制

①
年
金
：
生
活
で
き
る
所
得
を
保

障
す
る
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定

し
た
年
金
制
度
を
求
め
る
。
沖
縄

の
不
当
な
不
利
益
扱
い
を
是
正
す

べ
き
。
株
価
の
官
制
相
場
作
り
に

年
金
資
金
の
運
用
は
許
さ
な
い
。

②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
：
医

療
・
介
護
の
連
携
し
た
提
供
体
制

を
作
る
た
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
求
め
る
。

③
医
療
：
計
画
的
な
医
療
提
供
体

制
の
整
備
重
要
。
必
要
な
と
き
、

十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
公
的

国
民
皆
保
険
制
度
の
維
持
発
展
。

④
介
護
：
人
間
の
尊
厳
を
守
り
、

介
護
の
社
会
化
を
実
現
す
る
介
護

保
険
制
度
を
実
現
発
展
さ
せ
る
。

⑤
税
制
：
所
得
の
再
分
配
機
能
を

果
た
す
公
正
な
税
制
を
求
め
る
。

負
担
能
力
を
無
視
し
た
高
齢
者
へ

の
課
税
強
化
に
反
対
。

（
2
）
平
和
と
人
権
・
環
境
の
問

題①
憲
法
改
悪
に
反
対
し
、
戦
争
法

・
共
謀
罪
法
・
特
定
秘
密
保
護
法

廃
止
を
求
め
る
。
こ
の
た
め
「
安

倍
9
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
呼
び
か
け
る
3

千
万
人
署
名
に
取
り
組
む
。

②
沖
縄
を
は
じ
め
全
国
の
米
軍
基

地
・
自
衛
隊
基
地
に
よ
る
市
民
生

活
・
環
境
の
破
壊
を
許
さ
ず
、
軍

事
基
地
の
撤
去
・
縮
小
を
求
め

る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
地
方
分
権

を
進
め
、

④
原
子
力
発
電
に
依
存
し
な
い
社

会
を
め
ざ
す
。

（
3
）
組
織
の
拡
充

①
自
治
労
と
の
協
力
の
下
、
新
会

員
獲
得
・
新
退
職
者
会
結
成
と
自

治
退
加
盟
に
よ
り
組
織
の
強
化
・

拡
大
を
図
る
。

（
4
）
福
利
厚
生
・
保
険
事
業

①
自
治
労
共
済
の
マ
イ
カ
ー
共

済
、
ス
マ
イ
ル
共
済
の
加
入
拡
大

を
す
す
め
る
。

②
安
心
総
合
共
済
の
加
入
拡
大
を

図
り
、
1
万
人
以
上
の
加
入
を
堅

持
す
る
。

﹇
主
な
意
見
・
質
問

及
び
本
部
回
答
﹈

①
年
金
の
名
目
下
限
方
式
堅
持
要

求
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
現
行
年

金
制
度
の
現
状
追
認
で
は
な
く
、

税
制
・
労
働
政
策
・
軍
事
費
公
共

事
業
・
企
業
責
任
な
ど
総
合
的
に

取
り
組
み
、
自
治
退
の
存
在
意
義

を
示
す
運
動
を
。
②
組
織
拡
大
と

あ
わ
せ
減
少
防
止
を
。
③
自
治
労

・
自
治
退
運
動
活
性
化
の
た
め
に

自
治
退
組
織
内
議
員
作
り
と
参
議

院
選
挙
の
一
体
的
取
り
組
み
を
。

④
来
年
の
社
会
保
障
の
焦
点
は
医

療
制
度
、
皆
保
険
原
理
に
た
っ
て

こ
れ
以
上
の
負
担
増
給
付
抑
制
を

や
め
さ
せ
る
明
確
な
主
張
を
。
⑤

民
主
・
社
民
分
立
の
歴
史
に
終
止

符
を
打
っ
て
新
た
な
統
一
を
。
⑥

女
性
参
加
の
推
進
を
。
と
の
発
言

が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
「
方

向
一
致
、
今
後
討
議
を
深
め
な
が

ら
運
動
化
す
る
」
と
の
答
弁
に
よ

り
、
可
決
さ
れ
た
。

人
見
会
長
挨
拶
要
旨

安
倍
政
権
の
憲
法
改
悪
に
反
対

し
現
退
一
致
で
平
和
憲
法
を
守
る

取
組
み
が
重
要
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
た
め
に
社

会
保
障
制
度
を
守
る
。
組
織
の
強

化
拡
大
に
む
け
来
年
の
総
会
で
は

方
向
性
を
示
す
。
2
0
1
9
年
の

参
議
院
議
員
選
挙
候
補
者
の
岸

ま
き
こ
さ
ん
勝
利
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

平
和
・
民
主
主
義
・
社
会
保
障
の
拡
充
に
向
け

退
職
者
会
の
組
織
の
拡
大
・
強
化
を
め
ざ
す

自
治
退
は
11
月
10
日
に
第
1
回
中
間
年
県
本
部
代
表
者
会
議
を
東
京
・
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
で
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
昨
年
の
第
45
回
定
期
総
会
で
決
定
さ
れ
た
「
定
期
総
会
は
2
年
に
1
回
の
隔
年
開
催
と
し
、
定
期
総
会
を
開
催
し

な
い
年
は
、
定
期
総
会
に
代
わ
る
県
本
部
代
表
者
会
議
を
開
催
す
る
」
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
た
。

県
代
会
議
に
は
地
連
代
表
者
・
県
代
表
者
・
傍
聴
等
で
1
0
2
人
が
参
加
し
た
。
開
催
に
先
立
っ
て
こ
の
1
年
間
、
自
治
退
の
会

員
・
家
族
で
亡
く
な
っ
た
方
や
自
然
災
害
の
犠
牲
に
な
っ
た
方
に
全
員
で
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。
続
い
て
渋
田
事
務
局
次
長
の
司
会

で
、
議
長
に
斉
藤
譲
さ
ん（
北
海
道
）を
選
出
し
進
行
し
た
。
人
見
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓
の
自
治
労
福
島
嘉
人
書
記
長
、

退
職
者
連
合
石
原
喜
久
副
会
長
、
自
治
労
協
力
国
会
議
員
団
長
相
原
久
美
子
参
議
院
議
員
、
全
労
済
自
治
労
共
済
秋
葉
政
市
副
本
部

長
、
東
京
海
上
日
動
火
災
安
田
啓
明
広
域
法
人
部
次
長
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。

議
事
で
は
、
経
過
報
告
、
会
計
報
告
を
承
認
し
た
後
、
第
1
号
議
案
「
自
治
退
当
面
の
活
動
方
針
2
0
1
8
年
度
（
案
）」
が
提

起
さ
れ
、
組
織
と
運
動
の
強
化
を
図
る
観
点
か
ら
の
活
発
な
討
論
の
後
、
拍
手
で
可
決
さ
れ
た
。
続
い
て
第
2
号
議
案
「
2
0
1
8

年
度
各
会
計
予
算
（
案
）」、
第
3
号
議
案
「
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
取
り
組
み
（
案
）」、
第
4
号
議
案
第
「
46
回
定
期
総
会
の

開
催
（
案
）」
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
拍
手
で
可
決
し
た
後
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
採
択
し
閉
会
し
た
。

今
県
代
時
点
で
、自
治
退
組
織
は
5
2
1
単
会
、2
5
4
、5
2
6
人
と
な
り
、自
治
退
組
織
の
さ
ら
な
る
拡
大
・
運
動
の
強
化
を
図

り
、安
倍
政
権
の
強
権
と
戦
争
法
制
具
体
化
に
反
対
し
、政
治
改
革
の
実
現
、社
会
保
障
制
度
拡
充
に
向
け
取
り
組
む
方
針
を
確
立
し
た
。

地地
域域
包包
括括
ケケ
アア
体体
制制
のの
構構
築築
とと
地地
域域
のの
介介
護護
基基
盤盤
整整
備備
でで

地地
域域
・・
在在
宅宅
生生
活活
をを
支支
援援
すす
るる
介介
護護
保保
険険
改改
革革
をを

高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え
、
3

人
に
1
人
が
高
齢
者
、
一
人
暮
ら

し
や
高
齢
者
の
み
世
帯
が
増
加

し
、
認
知
症
高
齢
者
も
7
0
0
万

人
以
上
の
超
高
齢
社
会
の
中
で
、

「
誰
で
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
・

在
宅
で
の
暮
ら
し
を
継
続
す
る
こ

と
」
を
基
本
理
念
と
す
る
介
護
保

険
の
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
地

域
全
体
で
高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支

え
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
」
を
法
定
化
し
、「
地
域

医
療
介
護
総
合
確
保
法
」
の
制
定

に
よ
り
、
基
金
を
通
じ
た
医
療
・

介
護
連
携
の
推
進
と
地
域
の
医
療

・
介
護
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
き

た
。

自自
立立
支支
援援
・・
重重
度度
化化
防防
止止
にに
逆逆
行行
すす
るる

訪訪
問問
介介
護護
のの「「
身身
体体
介介
護護
」」とと「「
生生
活活
援援
助助
」」のの
分分
断断

し
か
し
一
方
、
社
会
保
障
費
用

抑
制
を
至
上
命
題
と
す
る
安
倍
政

権
は
、
2
0
1
5
年
度
に
「
要
支

援
」
の
訪
問
・
通
所
介
護
を
介
護

保
険
か
ら
除
外
し
、
市
区
町
村
事

業
に
移
行
さ
せ
た
。
さ
ら
に
将
来

的
に
、「
要
介
護
2
以
下
」
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
市
区
町
村
事
業
に

移
行
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
2

0
1
8
年
度
か
ら
、
訪
問
介
護
に

お
け
る
生
活
援
助
を
身
体
介
護
と

分
断
し
、
運
営
基
準
や
報
酬
額
を

大
幅
に
引
き
下
げ
た
「
生
活
援
助

中
心
型
」
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
高
齢
者
の
在
宅

生
活
の
継
続
に
と
っ
て
、「
身
体

介
護
」
と
「
生
活
援
助
」
は
密
接

不
可
分
な
支
援
で
あ
り
、
生
活
援

助
の
分
断
は
、
独
居
や
認
知
症
高

齢
者
の
在
宅
生
活
を
一
層
困
難
に

す
る
も
の
で
あ
る
、

わわ
がが
まま
ちち
のの
介介
護護
計計
画画
をを
知知
ろろ
うう
！！

2
0
1
8
年
は
、「
2
0
2
5
年
」

の
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
を
視
野

に
い
れ
た
、
第
7
次
医
療
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
等
が
同
時
に

改
訂
さ
れ
る
。

都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
で

は
、
今
次
の
報
酬
改
定
動
向
を
に

ら
み
つ
つ
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
医
療
や
介
護
の
計
画
策
定
作

業
が
進
行
し
て
い
る
。
報
酬
改
定

の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、

自
ら
の
自
治
体
で
策
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
、
地
域
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
も
積
極
的
に
関
与
・
参
画

し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
は
先
の
衆
議
院
選
挙

で
、「
全
世
代
型
社
会
保
障
」
な

ど
と
本
来
当
た
り
前
の
こ
と
を
こ

と
さ
ら
強
調
し
て
、
医
療
・
介
護

に
係
る
給
付
抑
制
、
報
酬
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
を
覆
い
隠
し
て
い
る

が
、
骨
太
方
針
に
よ
る
1
3
0
0

億
円
以
上
の
社
会
保
障
費
抑
制
方

針
は
貫
徹
し
て
お
り
、
最
終
的
な

来
年
度
予
算
の
編
成
、
通
常
国
会

で
の
予
算
審
議
に
向
け
た
取
り
組

み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地地
域域
・・
在在
宅宅
医医
療療
のの
拡拡
充充
にに
向向
けけ

医医
療療
介介
護護
連連
携携
にに
よよ
るる
医医
療療
提提
供供
体体
制制
のの
整整
備備
をを

2
0
1
8
年
度
予
算
編
成
で
の

1
、
3
0
0
億
円
の
予
算
削
減
に

向
け
て
、
医
療
分
野
で
は
医
療
提

供
体
制
の
見
直
し
（
病
床
機
能
見

直
し
と
病
床
数
削
減
）
や
診
療
報

酬
改
定
が
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
る
。

医
療
提
供
体
制
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ま
と
め
ら
れ
た
地
域
医
療

構
想
を
基
に
都
道
府
県
医
療
計
画

の
策
定
作
業
が
進
行
し
て
お
り
、

病
床
数
の
削
減
、
入
院
医
療
か
ら

地
域
在
宅
医
療
へ
の
シ
フ
ト
を
裏

付
け
る
医
療
介
護
連
携
や
在
宅
医

療
の
基
盤
整
備
を
ど
う
具
体
化
す

る
か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

厚
労
省
は
基
本
視
点
と
し
て
、
①

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

と
医
療
機
能
の
分
化
・
強
化
、
連

携
の
推
進
、
②
新
し
い
ニ
ー
ズ
に

も
対
応
で
き
る
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
医
療
の
実
現
・
充
実
、③
医

療
従
事
者
の
負
担
軽
減
・
働
き
方

改
革
、④
効
率
化
・
適
正
化
を
通
じ

た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性

の
向
上
、の
4
点
を
挙
げ
て
い
る
。

診診
療療
報報
酬酬
改改
定定
、、
薬薬
価価
をを
中中
心心
とと
しし
たた
削削
減減
動動
向向

こ
の
中
で
医
療
費
削
減
に
直
結

す
る
の
は「
効
率
化
・
適
正
化
を
通

じ
た
制
度
の
安
定
性
・
持
続
可
能

性
の
向
上
」の
視
点
で
あ
り
、次
の

事
項
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

①
調
剤
費
や
高
額
薬
価
の
引
き

下
げ
、
②
後
発
医
薬
品
の
使
用
促

進
と
先
発
医
薬
品
と
の
差
額
負
担

の
在
り
方
、
③
薬
の
費
用
対
効
果

評
価
の
制
度
化
、
④
医
薬
品
の
適

正
使
用
の
促
進
、
⑤
薬
局
の
機
能

に
応
じ
た
評
価
の
推
進
、
⑥
紹
介

状
な
し
で
の
大
病
院
受
診
の
場
合

の
定
額
負
担
の
対
象
拡
大
、
な
ど

で
あ
る
。

ま
た
、
第
3
期
医
療
費
適
正
化

計
画
の
策
定
に
よ
り
、
①
入
院
医

療
費
・
外
来
医
療
費
の
地
域
差
縮

減
、
②
都
道
府
県
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

強
化
と
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

導
入
等
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

誰
で
も
が
地
域
・
在
宅
で
安
心

し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
確
保
と

そ
の
た
め
の
医
療
計
画
・
診
療
報

酬
改
定
が
求
め
ら
れ
る
。

次次
回回
財財
政政
検検
証証
のの
準準
備備
始始
まま
るる

年年
金金
改改
善善
のの
本本
命命
課課
題題
はは
、、
安安
定定
雇雇
用用
とと
賃賃
金金
改改
善善

昨
秋
の
1
9
2
国
会
で
、「
年

金
関
連
法
」
改
定
が
成
立
し
、
短

時
間
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の

適
用
拡
大
や
年
金
額
改
定
ル
ー
ル

の
見
直
し
等
が
決
定
し
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
法
改
正
と
併

せ
て
、
2
0
1
9
年
の
次
期
財
政

検
証
に
向
け
、
将
来
の
人
口
の
前

提
、
経
済
の
前
提
、
被
用
者
保
険

制
度
等
の
前
提
、
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
委
員
会
等
で
の
検
討
作

業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

財
政
検
証
は
、「
所
得
代
替
率

5
割
維
持
」
を
基
本
指
標
に
年
金

財
政
の
健
全
性
を
検
証
す
る
た
め

に
5
年
に
1
度
行
わ
れ
る
も
の

で
、
前
回
14
年
の
財
政
検
証
で
は

8
つ
の
経
済
前
提
を
基
に
年
金
給

付
水
準
の
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
年
金
財
政
健
全
化
の
方

策
と
し
て
①
賃
金
・
物
価
の
伸
び

が
低
い
場
合
で
も
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
を
完
全
実
施
、
②
短
時
間

労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
、
③
保
険
料
拠
出
期
間
と
受

給
年
齢
の
選
択
制
の
拡
大
、の「
3

つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
」
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
3
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン

は
い
ず
れ
も
未
実
施
だ
が
、
年
金

の
財
政
基
盤
の
強
化
に
と
っ
て
急

ぐ
べ
き
最
大
の
課
題
は
、「
短
時

間
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の
適

用
拡
大
」
で
あ
る
。

2
0
1
2
年
に
「
年
金
機
能
強

化
法
」
が
成
立
し
、
短
時
間
労
働

者
へ
の
適
用
拡
大
が
あ
る
程
度
実

現
し
て
16
年
か
ら
施
行
さ
れ
た
が

極
め
て
不
十
分
で
、
19
年
ま
で
に

見
直
す
こ
と
が
法
定
さ
れ
て
い

る
。
年
金
財
政
改
善
と
短
時
間
労

働
者
の
老
後
生
活
保
障
の
両
面
か

ら
、
抜
本
的
に
速
や
か
に
適
用
拡

大
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

そ
し
て
何
よ
り
年
金
改
善
の
本

命
課
題
は
、
安
定
し
た
良
質
の
雇

用
、
適
正
な
賃
上
げ
に
あ
る
。
利

益
第
一
主
義
の
企
業
経
営
と
そ
れ

を
促
進
し
て
き
た
安
倍
政
権
の
雇

用
労
働
政
策
を
改
め
さ
せ
、
安
定

し
た
社
会
保
障
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

安
心
と
信
頼
の
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を

2
0
1
8
年
は
、
医
療
・
介
護
の
計
画
・
報
酬
の
同
時
改
定
の
年

「
給
付
抑
制
と
利
用
者
負
担
増
」路
線
に
ス
ト
ッ
プ
を

「
団
塊
世
代
」
が
75
歳
以
上
に
達
す
る
2
0
2
5
年
の
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
社
会
保
障
の
構
築
を
視
野
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
が

制
定
さ
れ
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
に
よ
る
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
制
度
改
革
の
推
進
が
確
認
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
こ
の
改
革
は
、「
社
会
保
障
費
の
増
加
が
経
済
成
長
の
阻
害
要
因
」
と
す
る
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、「
経
済
・
財
政
一
体
改
革
」
に
す
り

替
え
ら
れ
、「
給
付
抑
制
と
利
用
者
負
担
増
」
の
「
改
革
」
に
変
質
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。

「
骨
太
方
針
2
0
1
5
」
で
、16
年
度
か
ら
3
か
年
を
集
中
改
革
期
間
と
位
置
づ
け「
医
療
・
介
護
分
野
」を
中
心
に「
利
用
者
負
担
増
と
給
付
抑

制
」を
強
行
し
て
き
た
が
、
2
0
1
8
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
も
、
社
会
保
障
費
の
1
3
0
0
億
円
の
削
減
が
強
行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

2
0
1
8
年
は
、
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
の
年
で
あ
り
、
社
会
保
障
審
議
会
や
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
で
、
骨
太
方
針
で
指

摘
さ
れ
た
「
見
直
し
項
目
」
を
与
件
と
し
た
報
酬
・
基
準
の
引
き
下
げ
を
巡
る
攻
防
戦
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

医
療
・
介
護
と
も
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、
17
年
末
の
予
算
編
成
時
に
見
直
し
の
基
本
的
考
え
方
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
18
年
1
月
に
報
酬
改

定
の
具
体
的
内
容
・
水
準
に
つ
い
て
の
「
諮
問
・
答
申
」
を
経
て
決
定
さ
れ
る
。

退
職
者
会
の
皆
さ
ん
の
ご
奮
闘

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
平
和
・
民

主
主
義
・
憲
法
を
次
の
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
も
う
ひ
と
踏
ん

張
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
1
）
第
48
回
衆
議
院
選
挙

昨
年
10
月
の
総
選
挙
は
残
念
な

が
ら
自
公
に
3
分
の
2
の
3
1
3

議
席
の
獲
得
を
許
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
自
公
の
比
例
区
の

得
票
数
は
、
2
5
5
4
万
票
、
立

憲
民
主
、
社
民
、
共
産
、
希
望
を

あ
わ
せ
れ
ば
、
2
6
1
0
万
票

で
、
野
党
が
上
回
っ
て
お
り
、
野

党
共
闘
で
選
挙
に
臨
め
て
い
れ

ば
、
与
野
党
逆
転
の
展
望
は
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
朝
日
新
聞
の
世

論
調
査
に
よ
れ
ば
、「
自
公
で
3

分
の
2
を
超
え
る
議
席
数
：
ち
ょ

う
ど
よ
い
32
％
、
多
す
ぎ
る
51

％
。
安
倍
首
相
続
投
：
支
持
37

％
、不
支
持
47
％
。政
権
の
政
策
：

期
待
29
％
、
不
安
54
％
。
憲
法
9

条
改
正
：
賛
成
36
％
、
反
対
45

％
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
世
論
は
安
倍
続
投
、
9
条

改
憲
を
支
持
し
て
い
ま
せ
ん
。
私

た
ち
が
闘
え
ば
改
憲
を
阻
止
し
安

倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
る
こ
と
は
可

能
で
す
。

（
2
）
自
民
党
改
憲
草
案
と
安
倍

改
憲
案

安
倍
首
相
は
、
歴
代
の
自
民
党

政
権
が
行
っ
て
き
た
「
解
釈
改

憲
」
に
よ
る
憲
法
空
洞
化
か
ら
一

歩
進
め
て
、
明
文
改
憲
へ
の
意
思

を
明
確
に
し
ま
し
た
。
衆
議
院
選

挙
で
は
、
自
民
党
は
公
約
に
、「
自

衛
隊
の
明
記
、
教
育
の
無
償
化
・

充
実
と
強
化
、
緊
急
事
態
対
応
、

参
議
院
の
合
区
解
消
な
ど
4
項
目

を
中
心
に
党
内
外
の
十
分
な
議
論

を
踏
ま
え
、
憲
法
改
正
原
案
を
提

案
・
発
議
し
、
国
民
投
票
を
行

い
、
初
め
て
の
憲
法
改
正
を
め
ざ

す
」
と
提
起
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
自
民
党
憲
法
改
正
草
案

は
、9
条
2
項
の「
戦
力
不
保
持
、

交
戦
権
を
認
め
な
い
規
定
」
を
削

除
し
、「
国
防
軍
を
保
持
」
す
る
と

い
う
も
の
で
し
た
。
今
回
の
改
憲

案
は
、
従
来
の
自
民
党
案
を
修
正

す
る
加
憲
案
で
す
が
、違
憲
の「
戦

争
法
」を
合
憲
化
し
、「
自
衛
隊
」を

明
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
戦
争

へ
の
道
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。と
り
わ
け
、明
文
で
書

き
込
め
ば
、1
項
、2
項
が
空
文
化

し
ま
す
。
従
来
の
改
憲
草
案
で
は

国
民
投
票
を
含
め
て
多
数
派
形
成

が
困
難
と
み
て
、世
論
や
市
民
、野

党
の
分
断
を
狙
っ
た
ま
や
か
し
の

表
現
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

（
3
）
安
倍
首
相
の
9
条
改
悪
を

止
め
、
憲
法
理
念
を
実
現
す
る
た

め
の
私
た
ち
の
取
組
み

こ
う
し
た
情
勢
を
変
え
、
9
条

改
悪
を
阻
止
し
、
憲
法
を
擁
護
・

実
現
す
る
政
治
状
況
を
作
り
出
す

た
め
に
は
市
民
運
動
・
大
衆
運
動

を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
「
戦
争
さ
せ
な
い
・
9
条

壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委

員
会
」
は
、
9
月
8
日
、
全
国
に

7
0
0
0
組
織
あ
る
と
い
わ
れ
る

「
九
条
の
会
」な
ど
と
と
も
に「
安

倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
新
し
い
組
織

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
「
総

が
か
り
を
超
え
る
総
が
か
り
運

動
」
を
母
体
に
貧
困
・
格
差
社
会

で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
人
々
、

若
者
、女
性
、連
合
参
加
の
組
合
員
、

保
守
層
も
含
め
た
人
々
の
連
帯

で
、
憲
法
理
念
の
実
現
に
向
け
て

闘
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

総
選
挙
後
最
初
に
取
り
組
ま
れ

た
11
・
3
国
会
大
包
囲
行
動
で
は

国
会
前
に
4
万
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ま
た
大
阪
の
2
万
人
を
は
じ

め
全
国
各
地
で
も
闘
い
は
確
実
に

着
実
に
出
発
し
ま
し
た
。
今
後
も

全
国
各
地
で
集
会
や
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
自
分
た
ち
に
で
き

る
行
動
を
起
こ
し
ま
し
ょ
う
。

〈
3
0
0
0
万
署
名
運
動
の
取
組
み
〉

「
安
倍
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
は
改
憲
阻
止

運
動
の
中
心
と
し
て
3
0
0
0
万

署
名
運
動
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
署
名
運
動

は
、
1
9
5
7
年
の
「
第
5
福
竜

丸
の
被
爆
」
を
契
機
と
し
た
原
水

爆
禁
止
署
名
が
3
7
0
0
万
筆
、

2
0
1
5
年
の「
戦
争
法
反
対
」の

署
名
が
1
5
0
0
万
筆
で
し
た
。

今
回
の
3
0
0
0
万
筆
は
極
め
て

高
い
目
標
で
す
。
し
か
し
今
回
安

倍
政
権
が
狙
う
改
憲
は
平
和
主
義

と
い
う
国
の
あ
り
方
の
基
本
を
変

え
よ
う
と
す
る
も
の
で
絶
対
に
阻

止
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市

民
の
憲
法
9
条
に
対
す
る
強
い
思

い
を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
3

0
0
0
万
筆
集
め
る
こ
と
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
連
絡
会

組
織
を
作
り
、
街
頭
で
、
戸
別
訪

問
で
署
名
を
集
め
て
く
だ
さ
い
。

改
憲
勢
力
に
後
押
し
さ
れ
た
安

倍
政
権
は
「
国
民
投
票
」
ま
で
の

戦
略
を
構
想
し
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
現
在
の
改
憲
手
続
法
は
、
資

金
力
を
誇
る
改
憲
勢
力
に
圧
倒
的

に
有
利
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
最
大
の
武
器
は
、
全
国
で
一

人
一
人
が
、
対
話
を
し
、
署
名
を

集
め
、
市
民
一
人
一
人
に
安
倍
の

改
憲
案
の
危
険
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
改
憲
勢

力
が
「
国
民
投
票
」
に
踏
み
込
め

な
い
実
態
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
で

す
。
も
し
国
会
が
国
民
投
票
を
発

議
し
た
ら
反
対
の
過
半
数
を
勝
ち

取
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
基
盤
と
す

る
た
め
に
3
0
0
0
万
筆
の
署
名

を
獲
得
し
ま
し
ょ
う
。あ
わ
せ
て
、

憲
法
条
文
は
守
っ
た
が
、
東
ア
ジ

ア
で
軍
事
的
衝
突
・
戦
争
が
起
こ

っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
態
を
決

し
て
招
か
な
い
た
め
に
東
ア
ジ
ア

の
非
核
・
平
和
の
確
立
を
求
め
る

運
動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

“第25回参議院選挙”第1回中間年県代で決定
自治労は、2019年に実施される第25回参議院議員
選挙に向けて、8月の第90回定期大会で「岸 ま
きこ」さんを組織内候補として擁立することを決
定した。自治退としては、現退一致の立場から自
治労とともに「岸 まきこ」さんを推薦し必勝を
期することを第3号議案で決定した。

安
倍
の
9
条
改
憲
を
許
さ
な
い

戦
争
さ
せ
な
い
9
条
壊
す
な
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環
境

共
同
代
表

福
山
真
劫

年
寄
り
は
オ
レ
た
ち
の
格
好
な

カ
モ
だ
。
カ
モ
を
も
の
に
す
る
に

は
い
く
つ
か
方
法
が
あ
る
。

主
な
2
つ
が
、
電
話
や
自
宅
訪

問
で
強
引
に
物
や
サ
ー
ビ
ス
を
買

わ
せ
て
し
ま
う
方
法
と
、
電
話
で

騙
し
て
カ
ネ
を
巻
き
上
げ
る
方
法

だ
。
世
間
で
は
、前
者
を
不
招
請

（
ふ
し
ょ
う
せ
い
）
勧
誘
と
い
う

が
ま
あ
現
代
版
押
し
売
り
だ
な
、

後
者
は
振
り
込
め
詐
欺
・
ニ
セ
電

話
詐
欺
だ
。外
に
も
い
ろ
い
ろ
方

法
は
あ
る
が
、ま
あ
、今
回
は
主
な

2
つ
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
教
え
て

あ
げ
よ
う
。

ま
ず
、現
代
版
押
し
売
り
だ
が
、

昔
の
押
し
売
り
と
違
っ
て
売
り
つ

け
る
の
は
、
風
呂
敷
包
み
で
持
参

し
た
物
で
は
な
い
。
商
品
先
物
の

売
り
つ
け
も
多
く
あ
る
よ
う
だ
。

商
品
先
物
取
引
と
い
う
の
は
、
将

来
の
一
定
日
時
に
一
定
の
価
格
で

金
・
原
油
な
ど
を
売
買
す
る
こ
と

を
現
時
点
で
約
束
す
る
取
引
だ
。

未
公
開
株
、
社
債
、
外
国
通
貨
と

い
っ
た
金
融
商
品
の
取
引
だ
と
し

て
、
あ
ら
か
じ
め
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
送
り
つ
け
、
後
日
電
話
を
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
投
資
用

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
押
し
売
り
も

あ
る
。
強
引
に
布
団
・
浄
水
器
な

ど
を
買
わ
せ
る
手
も
あ
る
。
逆

に
、
自
宅
を
訪
問
し
て
貴
金
属
を

安
く
買
い
取
る
と
い
う
仲
間
も
い

る
。
ゼ
ロ
金
利
の
今
は
、
配
当
金

が
あ
る
と
し
て
投
資
信
託
の
購
入

を
勧
め
る
の
も
う
ま
く
い
く
。

年
寄
り
は
、
将
来
の
健
康
や
生

活
に
不
安
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

健
康
に
い
い
と
か
カ
ネ
が
儲
か
る

と
い
う
話
を
す
る
と
引
っ
か
か
っ

て
く
る
な
。

次
に
、
振
り
込
め
詐
欺
・
ニ
セ

電
話
詐
欺
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
奴

は
、
自
分
だ
け
は
だ
ま
さ
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
っ

ち
は
「
だ
ま
し
の
プ
ロ
」
だ
。
特

に
年
寄
り
を
だ
ま
す
の
は
簡
単

だ
。
息
子
や
孫
に
な
り
す
ま
す
だ

け
で
は
な
く
、銀
行
に
な
っ
て「
あ

な
た
名
義
の
偽
造
カ
ー
ド
が
使
用

さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
電
話
を
す

る
こ
と
も
あ
る
。

最
近
は
、
警
察
が
ニ
セ
電
話
詐

欺
の
電
話
を
受
け
た
奴
に
だ
ま
さ

れ
た
ふ
り
を
し
て
も
ら
い
、
オ
レ

た
ち
を
逮
捕
し
よ
う
と
す
る
作
戦

も
あ
る
が
、
オ
レ
た
ち
は
そ
の
裏

も
か
く
。
ま
ず
、
わ
ざ
と
詐
欺
と

気
付
か
れ
る
よ
う
な
電
話
を
し
て

お
い
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、

仲
間
が
警
察
官
に
な
っ
て
、「
ニ

セ
電
話
詐
欺
の
通
報
が
あ
っ
た
の

で
、
逮
捕
の
た
め
あ
な
た
の
家
の

周
り
に
警
察
官
を
張
り
込
ま
せ

た
。
現
場
を
押
さ
え
た
い
の
で
、

受
取
り
に
来
た
奴
に
現
金
を
渡
し

て
ほ
し
い
」
と
電
話
す
る
。
そ
し

て
、
予
定
ど
お
り
受
け
子
が
金
を

受
け
取
り
に
い
く
。

一
度
押
し
売
り
や
振
り
込
め
詐

欺
・
ニ
セ
電
話
詐
欺
で
う
ま
く
い

っ
た
ら
、そ
い
つ
の
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
な
ど
を
カ
モ
リ
ス
ト
に

載
せ
て
そ
れ
を
仲
間
に
売
る
。
こ

の
カ
モ
リ
ス
ト
は
重
宝
だ
よ
。
オ

レ
も
ち
ょ
っ
と
高
い
が
仲
間
か
ら

買
っ
て
お
お
い
に
利
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
結
局
、
そ
い
つ
に

は
押
し
売
り
だ
け
で
は
な
く
振
り

込
め
詐
欺
・
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
電

話
も
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る

わ
け
だ
。

ま
あ
、
被
害
に
遭
う
の
が
い
や

な
ら
、
知
ら
な
い
番
号
や
非
通
知

の
電
話
に
は
出
な
い
こ
と
だ
ろ
う

な
。
そ
し
て
、「
電
話
で
の
カ
ネ

の
話
は
詐
欺
」
と
覚
え
て
お
く
こ

と
だ
な
。
も
し
息
子
・
孫
か
ら
カ

ネ
を
頼
ま
れ
た
場
合
は
、
カ
ネ
は

一
切
振
り
込
ま
ず
、
必
ず
あ
ん
た

か
ら
息
子
・
孫
本
人
に
直
接
連
絡

し
て
確
認
す
る
こ
と
だ
。

「
ニ
セ
電
話
詐
欺
対
策
用
電
話

機
」
を
入
れ
た
り
、「
訪
問
販
売

お
断
り
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を

買
っ
て「
即
刻
1
1
0
番
し
ま
す
」

と
添
え
書
き
し
て
玄
関
前
に
貼
っ

て
あ
る
家
が
あ
る
が
、
あ
れ
は
や

り
に
く
い
な
。

「
不
招
請
勧
誘
規
制
」「
振
り

込
め
詐
欺
」「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て

み
る
と
最
近
の
俺
た
ち
の
や
り
方

が
わ
か
る
ぜ
。

振
込
詐
欺
に
騙
さ
れ
な
い
！
詐
欺
師
の
狙
い
目
と
手
口
は

年
寄
り
は
カ
モ
だ
！

カ
モ
リ
ス
ト
は
重
宝
だ

自
治
労
法
律
相
談
所

弁
護
士

小
川

正
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